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懐疑から確信へ:選択的注意、と潰れ

北島象

From a suspicion to confidence: Selective 

attention and habituation 

Shoji KITAJIMA 

Haber (1969)は，知覚と記櫨の結合系(認知系)を情報処理系 (informationprocessing 

system)という用語で記述するほうが認知系の理解を助長しうる要件として，つぎの3点をあ

げている。第ーは認知が完結するためには有販の(ゼ口ではない)時間がかかることを認めるこ

と，第二はこの有限の時間内に処理特性の異なるいくつかの段階で継時的に処理が進行するこ

とを認めること，そして第三に各処理段階にはそれぞれ固有の有眼な処理容量があることを認

めることである。認知系の機能，認知過程，をこのような情報処理過程として分析する手法に

もとづいて，近年，視覚や聴覚の masking現象，知覚像と短期記憶，その他の認知過程の微視

発生的研究が発展した。

情報処理系のはたらきを分析する場合には，この処理系の機能をふたつに区分するのが便

利である。 Hebb(1966)は脳全体の機能を手掛かり機能 (cuefunction)と喚起機能 (arousal

function)に思分しているし Pribram(1971)は脳内の neuronの機能を operation(neural 

impulseの伝導と伝達)と state(synaptic junctionにおける gradedresponse)に匹分してい

る。 Hebbが用いている喚起機能は動機づけや情動とよばれる行動範碍に関連して用いられて

いるので，情報処理系の記述に用いるには好適とはいえない。また手掛かり機能も感覚情報入

力を包括してよぶ名称であるので，これもまた処理系の記述に好適とはいえない。それゆえ，

このエッセイでは Pribramの用法を拡大して，情報処理系の動作特性のうちで，情報処理がい

ろいろな段階を経過して進行することを操作的局面，処理系あるいは処理系内の各処理段階の

活動水準のことを状態的局間とよぶことにする。ある操作が処理系内を進行するか否かは処理

系の状態によってきまる。

これまでなされて来た認知過程の徴説発生的研究では，情報処理の操作的局面が主として

分析されているのであって，情報処理の開始と終了に伴う処理系の状態変化の分析は，未だ十

分になされているとはいえない。このエッセイでは， ヒトを含めた生物体が外部世界の情報処

理を始める以前に，その生物体内の情報処理機構がどのような情報とり入れの準備をするか，

をまず分析する。ついでこの情報のとり入れがし、つ終るのか，終るときには処理系の内部にど

のような変化が生じているかを分析する。その中間にある情報処理過程の操作的局面は今回の

検討対象としない。“懐疑から確信へ"とし、う標題をつけた理由は，われわれおとなになった生

物が臼頃見慣れ聴きなれた外界の事物に接する接し方というのは，事物の探索とか発見などと

いう大げさなものではなく，せいぜ、いのところ，よく知りつくした事物にあらためてふと筏を

とめたり耳をすますという程度のものだと思うに蚕ったからである。懐疑というのもその意味
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では大げさかもしれない。

1. 自己組織系

情報処理系の一般的特性について考えてみよう。まず処理系の理想型として自己組織系の

特性を検討しよう。 vonFoerster (1960)は自己組織系が環境内にあるときは系の entropyが

減少することを指摘している。 Entropyは情報理論の用語としては不確定さ (uncertainty)と

同じ意味をもっていて，自己組織系内部の elements(elementというのはいまのところ，系を

構成する部分，ということにしておく)がある状態をとる条件っき確率が定まっていない程度

を示す。情報理論ではこの不磯定さの量を情報量と伺じものと見なしている。この場合の情報

というのは，ある事柄がある状態にあるということが明確になるために必要とされる質問の

長さあるいは回数や，明確になったときのわれわれの側のおどろきの程度を示すものであって，

情報という用語のわれわれの日常用法とはいささか異なる。 MacKay(1969)の表現を借りると，

われわれは情報という用語なつでのように用いる。 Wesay that we have gained information 

when we know something now that we didn't know b巴fore.

情 報 このエッセイの中での不確定さおよび情報という用語の用法をつぎのように定

める。外界の事物の内部構造あるいは事物の状態がわれわれに未知の場合には，この事物には

不確定さがあり，われわれが将来入手し得る情報がある。われわれがこの情報(事物の構造あ

るいは状態についての知識)を入手して符くにつれて，われわれの手許にあるこの事物につい

ての情報は増加し，事物がもっていた不確定さとわれわれが将来入手しうる情報は減少する。

すなわち，毒事物がもっている入手可能な情報の一部がわれわれの手許に移り，その分だけ事物

所属の情報が減るo

行動学の立場から考えると，情報という用語は，全ての刺戟布置の中で行動に観察可能な

変北を生じさせる特定の刺戟布置に対応して用いられる。このエッセイでもこれと同様な意味

で情報という用語を用いる。ただし観察可能な変化を，刺戟認知の直後に生じるものだけに

は限定しない。 この意味で用いられる情報という用語は， MacKay (1969)の用法に合致し，知

識という用語で代置させることができる。情報は刺戟布置と密接に対応;していることが多し、か

ら， Gibson (1966)が指摘するように，われわれが外部世界について入手可能な情報は，そのす

べてが外部世界の刺戟布鷺の中に含まれていると考えることが可能で、ある。ただしこの対応

関係が細部にわたって成り立つとは眠らない。われわれは，ふたつの音の大きさ(loudness)の

僅かの差異を検知することができる。しかるに，間一周波数の音左前王手に与えておいて，左右

の音の大きさに差を生じさせると，われわれに認知されるものは音の大きさの差異ではなくて

音源方位の変化である。 2刺戟の強度差にもとづく刺戟定位の変化の認知は，聴覚に限らず触

覚や嘆覚でも認められている (vonBekesy， 1967)。 聴覚にあっては2音の両王手到達時間の差異

が，強度差問様に音源定位の変化として認知される。視覚にあっては2光点の出現時間の差異

が，光点の移動という運動視を生じさせる。このような刺戟ー情報開の不一致は，認知過程の

神経生理学的研究を行なう場合や，それらの研究が提供する dataを利用する場合に，常に留意

すべきことである。

自己組織系自己組織系に話をもどそう。自己組織系は，環境から秩序をとり入れて系内部の

秩序を増大させる (vonFoerster， 1960)。この秩序の程度を示す用語として冗長度 (redundancy，

R)を用いると，R=1-H/H耐となる。ただし，Hmは自己綴織系にとって入手可能な外界の事物
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に含まれる情報の最大量，Hはある時点でその系にとって将来入手可能なものとして残されて
いるこれらの事物の情報量(すなわち，知りうるはずのもので現在まだ知りえないでいる情報

岨である。間組織系では棚仰であ仇に，dRjdt= _ Hm(dmtr附釘L>O
となる。 H!>であるから，H(dHm/制>R明 (dHjdめとなる。

いま H哨が国定されて常数となっている場合を考えれば dH/ot<O，Hが闘定されて常数

となっている場合にはdHm/dt>0となる。 dHjdt<Oは，自己組織系が外界の事物に関する残存

情報を事物の{則から系内部にとり入れてゆくことを示している。 dHjdt<O，つまり自己組織系

が学習してゆくための重要な条件はH怖が醍定されているということである。 Hmは自己組織

系にとって入取可能な外界事物に含まれる情報量であるから，これはこの系と無関係にこれら

の事物に含まれるものではなくて，この系の内部に設定されている情報構造と関係して相対的

にきまるものである。 H怖を限定するということは，自己組織系が内部の情報構造を制限する

のと同じことになる。

自己組織系にとっての外界の事物の情報Hは，ある時間のあとではゼロもしくは一定鑑

になる。 このように dHjδt=Oになったあと， この系がなお自己組織系でありつづけるために

は dH，，';dt>0とならなければならない。 dHmjdt>0は，自己組織系内にいまだ情報によって充

たされていない空きカテゴリィを増設して，外界事物に含まれる情報量を増加させることを意

味している。自己組織系は，このあとふたたび外界の H鳴を閤定したのち，空~カテゴリィに

情報を充たしてゆくことによって，dHjdt<Oの条件を満足させる。

ここで情報概念含もういちど検討しよう。 MacKay(1969)が指摘しているように，情報に

はすくなくとも三つの種類がある。 第一は情報理論で用いられる“情報"であって，選択的情

報(selectiveinformation)とよばれるものである。これは情報の受け手が外界の事物の中にあ

る諸属候の中で特に知りたい属性をあらかじめ設定しておいて，その属性が事物の中にあるか

苔か，を潤うという手続きで得られる種類の情報である。第二は構造情報 (structuralinforma綱

tion)というものである。 これは事物の構造を記述するときに用いる互いに弁別可能な属性あ

るいは記述カテゴリィの数によってきまる情報である。互いに弁別可能なカテゴザィが増大す

れば構造情報量は大きくなる。第三は信頼性情報および精密度情報とでもよばれるべきメトロ

ン情報 (metroninformation)である。これは事物がもっているある属性を確認する手段の信頼

性や手段の精筏さによってきまる情報である。

前述した自己組織系が系内部を秩序づける際には，このような種類の情報のいずれかもし

くは全部を，外界の事物からとり入れるという作業が行なわれることになる。このように考え

ると，たとえば構造情報に関して dHjdt=Oが成り立ってしまっても，メトロン情報に関しては

なおしばらくは dHjdt<Oであり続ける場合もありうることになる。すなわち，ある属性が事

物の中に見出されたのちになっても，その属性の再確認やより精密な尺度を用いての蒋測定の

ような，情報のとり入れ作業がなおしばらくは続くことになる。このあと，このエッセイでは

ヒトの情報処理系が自己組織系としての特性をどのように具備しているかを検討する。

11. EL畑山constを可能にする mechanismsの検討

外界の事物がもちうる最大情報量 fらを一定にする方法はすくなくとも 2種類ある。第一

は構造情報の制限であり，第二はメト戸ン情報の制限である。
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11-1. 構造情報の制限:選択的注怠

情報処理系がある構造情報(以下単に情報という)をとり入れて処理している場合には，当

該情報以外の不要情報のとり入れが制限されることが望ましい。そのようなことが可能で、ある

ことを示す誌拠があるであろうか。

感覚抑制 感覚系内には多くの feed-backや feed-forward機構があることが，多くの研

究者によって指摘されている。この feed柏back機構が中揺を介したり，あるいは中枢を介する

ことなく誼援に，米構の感覚器官内で抑制作用を生じさせている。網膜や皮}膏表面における

側方抑制については， Hartline (1949)， Hartline et a1. (1956)， Ratli妊eta1. (1963)， von Bekesy 

(1967)を参照、されたい。中拡から末梢感受器あるいは上行中継神経核に至る，遠心性抑制路の

存在が報告されている(たとえば，脳幹網様体を刺戟すると，クリッグlfi1J戟が踊牛核に誘発させ

た電位の振幅が小さくなる)。ただし，このような報告に対する反誌もあって，遠心性抑制路のは

たらきについては未知の部分が残されている。たとえば， Hugelin et a1. (1960)によると，中耳

の筋肉を切除すると，上述した絹様体刺戟による誘発電位の減衰は見られなくなるし， Naquet 

et a1. (1960)によると，アト戸ピンで散障して瞳孔径を入射光に対して一定にしておくと，皮賀

下の視覚中継核で記録される誘発電位には，刺戟の反復に伴う振幅減衰が見られない。

知覚機能よりさらに高次の機能である“注意"機能が末梢に対して抑制作用を及ぼし，中

枢への感覚入力を減衰もしくは遮断するか苔かについては，遠心性抑制路の場合以上に不明確

な状態にある。 Hernandez-Peonet a1. (1956)の実験では，猫の鍋や核に誘起されるクリック音

に対するインパノレスを計測した。クリッグは2秒に1田提示され，その都度，鍋牛核にははっ

きりしたスパイク電位が出現した。このようになっている猫にネズミを見せたり魚の匂いをか

がせたりすると，聴覚性スパイク'電位が減衰した。ネズミの姿や魚の匂いをとり去ると，聴覚

性スパイク電位はもとの振幅にもどったことから考えると，このスノ之イク電伎の減衰は神経系

の反J;e;;水準の低下によるものではない。 Hernandez幽Peon達のこの実験は，あるものに設惹;を

払っていると，その他のものの感覚入力が求心伝達路の末梢部位で制限されるかもしくは遮断

されるものとして解釈されている。 Marshet a1. (1962)は Hernandez-Peonet a1. (1956)の解

釈に反論しこの結果は米梢性の器官の位置の変化によるものだと主張した。 Marsh遠の実験

は， クリック誘発電位の振輔が耳と音源の位置関係によって規定されることを示したもので，

感覚抑制の mechanismを語る以前に刺戟入力の変化を考慮に入れるべきことを示唆してい

る。 しかし刺戟入力の変化だけで、は説明のつかない実験結果もある。 Hernandez嶋Peon(1961) 

によると，猫の前肢に加えた触刺戟が誘発するスパイク電{立を脊髄で記録し，この猫に匂いを

かがせるとこのスパイク電伎が減衰した。 Jouvetand Courjon (1958)は，神経外科の手術を行

なう患者 10名の視放線に電極を付着させてp ブラ y シュによって生じた誘発電位を記録した。

患者がフラッシュ以外の刺戟に注意をむけているときには，この電位が小さくなった。 vanHof 

et a1. (1962)は15人の被験者を用い，散鑑剤で散醸しておいて 100呂のフラッシュ刺戟を用い

て頭皮上誘発電位を記録した。この実験では，フラッシ品の数宅三百十数しているときもしていな

いときも，誘発電位の振幅には変化がないことが判拐した。このほか，注意過程の電気生理学

的分析の初期 (1950-60年代)の研究については Horn(1965)を参照のこと。これらの研究の多

くのものが示唆していることは，技意に伴なって生じるかのように思われていた感覚抑制が，

実際には末梢感覚器官に入る刺戟の物理的特性の変化に帰せられるべきものだ，ということで

ある (Worden， 1966)。
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Cocktail party Cherry (1953)は，つぎのようないわゆる cocktailparty実験を行なった。

第一実験における被験者の仕事は問時に聴こえて来る別々のメッセージな分離して聴きとるこ

とであり，第二実験におけるそれは，左と右の玉干にそれぞれ加えられる別々のメッセージ (di剛

chotic messages)の片側だけを分離して聴きとり，他側のメッセージを無視することであった。

第一実験では，弁別認知が語とか phraseを単位として生じること，誤まりが生じるときには，

その誤まりはその文眠の中でありうべき誤まりであること，などが判明した。第二実験では，

dichoticな弁別認知が事前に予想していたよりも容易であることや，注意の対象外の無視され

た{員~の耳に加えられたメッセージの内容は全く認知されないこと，この無視された側の王手のメ

ッセージの読み手の変化(男性の芦から女性の声，またはその逆)などは認知されること，など

が判明した。 Treismanand Geff巴n(1967)の突験では dichoticmessagesを用いて，被験者に

ふたつの仕事を要求した。第一の仕事は在意が払われている側の王手に与えられるメッセージを

くり返し再生すること，第二の仕事はある特定の語(ターゲット語)が左右いずれかの耳に聴こ

えた場合に，定規で机を叩いて合図することであった。この実験では，ターゲット語の検知率

はターゲット語が注意されている耳への入力に含まれているときには高く(約90%)，反対側の

耳への入力に含まれているときには低い(約9%)ことが判明した。 Cherry(1953)や Treisman

and Geffen (1967)の研究が暗示しているのは，注意されていない側のヰへの入力が，認知に宝

る以前の，求心径路のある段階で，阻止もしくは減衰させられているという可能性である。

Broadbent (1958)の注意のモデ、ルでは， sensory buffer storageに一時的に貯えられた

sensory messagesは，それぞれの物理的特性にもとづいて選択もしくは穂波される。 この穂

波のあとに，ある特定のメッセージだけが伝達容量に限界のある処潔機構に送られてゆく。

Treisman (1964)のモデルで、は，上述の Broadbentのモデルに修正が加えられて，分析鴻波器

が摺構造をなして記列されている。物理的特性の穂波器は処理系の末端にあって，鋭い選択性

をもっているが，語や文法構造，意味の櫨波器は処理系の中枢近くにあり，鈍いブロードな選

択性しかもっていない。また， Broadbentのモデルで、は，注意されない入力信号は中枢処理系

には伝達されず，末端で阻止されてしまうのに対し Treismanのモデルで、は， 住意されない

入力信号は減衰をうけるだけで，全く阻止されてゼロになるのではない，と考えられている。

これらの住意モデルが主張していることは，知覚機構内の末梢あるいは中枢に選択性機構があ

るということであるが， Gray and Wedderburn (1960)はこのような選択性機構の存在に疑義

を呈する実験を報告している。被験者に dichoticmessagesを与えて，特定の側の耳への入力

メッセージの再生を被験者に要求した。刺戟語はシラブノレを単位にして分割され，ある語の第

シラフ寺ルが右耳に与えられるときは，その語の第二シラフソしは左耳に与えられた。この語と

向特に与えられる別の諾では，相互に交錯するように，第一シラブルは左耳に，第二シラブ、ノレ

は右耳に与えられた。被験者は，注意している側の耳に入って来る第一シラブルと第二シラブ

ノしを結合して，無意味な合成語を再生したのであろうか。さにあらず。被験者はこの第一シラ

ブルと他側のヰに入って来る第ニシラブルとを結合して，意味のある語を再生したのである。

Lewis (1970)の報告では，注意されている側の耳に与えられる語に対する反応時間が，他側の

3平に詩意語が与えられたときに増大した。 MacKay(1973)は， They threw stones toward the 

bank yesterdayのように意味が多義的な文をお用意してこれを被験者にきかせた。たとえば，

上の文を読みきかせたあとでこの文意にもっとも近い意味をもっ文を，つぎの一級の中から選

択させた。第一の文は， They threw stones toward the side of the river yesterdayというも
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ので，第二の文は， They threw stones towards the savings and loan association yesterdayと

いうものであった。上にあげたような多義的な文を註意している側の耳に与えて，他側の耳に，

いまの例文で言えば， riverもしくは moneyという語を与えて，対の文の選択にこれらの諾が

どのような効果をもつかを検討した。 この実験の被験者は， dichotic実験の被験者が通例そう

であるように nverとか moneyという語には気付かなかった。それにも拘らず，彼等が行な

った対の文の選択には，これらの語の影響が生じていることが判明した。

このような諾実験の結果は，選択的注意は知覚の過程にあるのではなくて，皮部選択の過程

にあると考えるモデル(たとえば， Deutsch and Deutsch， 1963; Norman， 1968)，選択的注意

は知覚過程における選択と反応、過程における選択の両方を含むというモデル(Treisman，1969)， 

あるいは，選択的注意は短期記憶の過穏にあるのではなく長期記憶の過程ではたらくというモ

デル (MacKay，1973)を支持している。

これまで検討して来た dichoticmessagesを用いた実験の結果は， ヒトのi情報処理系内で

は，ある対象にむけられた選択的控意が，注意の対象外の事物からの求心性情報倍速を，中枢

以前の中継諸核で減衰あるいは遮断する，とし寸説を支持していない。このことは，猫の踊牛の

誘発電位の結果をもとにして Worden (1966)が指摘したことも合致する。 Dischoticmessages 

を用いた実験のもうひとつの結論は，選択的注意は中拡的提通であって，かっその促通の構造

が文法的あるいは文脈的であるということである。ここでいう文法的あるいは文脈的とは，綬

期あるいは長期にわたる学習によって形成された，知覚ユニット相玄関の結合や弁別の法則を

指す。この結論は，視覚の場合にも，聴覚の場合と同様に成立する。ある構造をもった中枢的

{足通が生じている場合には，その構造に整合した構造をもった入力情報に対する処理系の感受

性が増大しこの入力情報の関値が低下する。文法乃至文脈構造が近似したふたつの情報が同

時に与えられるような場合には，これらの情報を運搬する物理的媒体が相互に弁別しやすし

掛かりをもっとき以外は，一方の情報にむけられた注意と閉じ構造の注意が他方の情報にも向

けられる。すなわち，第二の情報は第一の情報に同化される。もしも，第一の入力情報の文法・

文服構造が同時に与えられる第二のそれと異なる場合には，第二入力情報は注意の対象とされ

ず，処理系内で棄却される。ヒトの情報処潔系における外界の事物に関する構造情報 H怖は，

このようにして制限されるものと考えることができる。

注意と誘発電位 選別棄却と同化に関する以上の推論は，誘発電位に及ぼす注意の効果に

関する多くの5経験結果と矛盾しないであろうか。 Sponget al. (1965)の実験では，被験者にフ

ラッシュとクリック音を交互に提示して，それぞれの刺戟に対する誘発電位を測定した。光ま

たは音の一方に注意させる手段として，光(または音)にのみ注意を払え，あるいは光(または

音)の系列中に混在している少し弱い光(または音)を検出して電鍵な押せ，などの教示を与え

た。この結果，フラッシュ(またはグザッグ)誘発電位の潜時80-160msecに分布する陰性一陽

性のピークは，フラッシュ(またはクザッグ)に注意しているときに大きく，クリッグ(または

フラッシュ)に注意しているときに小さいことが判明した。 Donchinand Cohen (1967)の実験

では，被験者に持続的に Neckercubeを提示し，これを背崇刺戟として，不規則関陣でフラッ

シュを与えた。 被験者の仕事はフラッシュの数もしくは Neckercubeの反転数をかぞえるこ

とであった。この実験によって，フラッシュ誘発電位の陰性(潜時200m sec)陽性 (270-300m

sec)のピークは，フラッシュ計数時に大きくなることが判明した。このように，刺戟提示に先立

って注意が刺戟対象にむけられているときには，聴覚あるいは視覚誘発電位の，潜時 100-280m
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5巴c)に分布する陰性一陽性のピークが増大することが，多くの研究によって確認されている。

これらの研究を実験手続上で区分すると， 2種類またはそれ以上の種類の光刺戟の中の特定の

種類にのみ選択的に反応する (Donchinand Cohen， 1967; Harter and Salman， 1972)，音と光

刺戟の中でいずれか一方だけに選択的に反応する (Sponget al.， 1965)，音の弁別課題の有無

(Davis， 1964)，音刺戟への vigilanceの水準 (Ritteret al.， 1968; Fruhstorfer and Bergstrom， 

1969; Fruhstorfer et al.， 1970)，音源方向を異にするいくつかの音の中のある特定の方向の音

を選択して，その音系列内の差異を弁別する (Hillyardet al， 1973; Schwent and Hillyard， 

1975)などがあげられる。

Ford et al. (1973)は，選択的注意のモデルを考える場合に興味ある知見を報告した。被験

者に，背景雑音の変化，背景持続光の変化，クリックおよびフラッシ品の4種類の刺戟をラン

ダムに配列して提示した。被験者に教示を与えて，この中の一種類宅どターゲット刺戟にして，

それが提示されたら釦を押させるようにした。たとえばクリックがターゲット刺戟となってい

るときには，他の3種類の刺戟は検知対象とはならない。しかしこの3種類のうちで，背景

雑音の変化は，ターゲット刺戟と閤じ modalityをもっているので，持続光の変化，フラッシュ

とは異なる影響を誘発電位に及ぼすかもしれない。クリック以外の刺戟がターゲットになった

場合にも同様な推定が可能となる。結果はこの予想を裏付けるものであって，潜時 100-200m

secの陽性一桧性波の波高は，ターゲ y ト刺戟のみならず，ターゲ y ト刺戟と開じ modalityの

非ターゲット刺戟に対して大きくなった。この実験の結果は，選択的性意の選択度が情理処理

系の初期段階でシャープで後期段階でブロ}ドだ，という Treisman(1964)の説を裏付けるも

のであるしまた，選択度がブロードな場合には同化が生じるという前述の推定合裏付けるも

のといえよう。 Smithet al. (1970)の実験では， binaural刺戟として，左右の耳にそれぞれ音声

とクジ y クの混合系を与えて， クリックに対する誘発電位を澱定した。この実験では，片耳の

クワックだけに設意を払っているにもかかわらず，左右のクザック誘発電位の港時200m sec 

の陽性波の振幅が問じであること，また，片耳の音声に住意を払っているときには，左右のク

ザック誘発電位の振幅がともに小さいこと，が判明した。 Wi1kinsonand Lee (1972)は，周波

数の異なる 3種類の音の系列を被験者に与えて，その中の特定の音の提示回数をかぞえさせた。

この実験結果では，注意の対象とされた特定音に対する誘発電位の，潜持300m sec以上の陽

性ピークが大きくなった。しかし，潜時が300m secより短かいピーグの波高値は，特定音とそ

の他の音との龍に差異がないことが判明した。この結果もまた，前述の Fordet al. (1973)の結

果について述べた解釈と合致する。

Dichotic messagesの実験では，被験者は一方の耳への入力メッセージを忠実に再生しな

ければならない。この手続きによって，実験者は被験者の注意をさ当の入力に専念して向け続け

させることが可能になる。誘発電位実験で用いられる手続き，すなわち継時的に刺戟を提示し

て，その中のある特定の刺戟にのみ注意を向けさせるという方法では， dichotic messagesの手

続きに見られるような，在意の強力な拘束，を保証することが困難である。被験者が，在意の

対象となった耕戟の出現についてある種の期待モデルを作る場合には，期待モデルで、予想され

る空き時間に注意宮地の刺戟に向けることが可能となる (Morayand Fitter， 1973)。さらに，誘

発電位におよぽす住意の効果を検討する場合には，このような期待モデルにもとづく賦活水準

(注意の前駆段階としての一般的活動水準)の変動を考慮に入れる必要がある (Naa伎町民 1975)。

これまで紹介して来た諸笑験のなかで， Naat若nenの批判に耐えうる実験は突のところそれほ
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ど沢山あるとは替えないのであるが，上述の例jだけで言えば Smithet al. (1970)とFordet al. 

(1973)の実験は， Naatanenの爆撃に耐えて生き残れそうである。 Dichoticmessagesを用いた

諸笑験とこれらの誘発電位実験の結果が示していることは，選択的在意機構の層構造である。

情報を運搬する物理的媒体安選択するはたらきは情報処理系の初期段階(入力に近い段階)にあ

って，この段階での選択度はシャープで，同化の許容幡がせまい。選択のための物理的手がか

りが僅少で，選択が文法・文脈構造にもとづいてなされるはたらきは，処理系の後期段階(中程

に近い段階)にあって，この段階での選択度は比較的ブロードで，向化の許容幅が広い。

選択的注意は上記のような選別棄却と同化の機能をもっていて，外界事物の構造情報の

Hmの制限に寄与しているものと考えられる。

11-2. メトロン情報の制限:Habituation 

処理能力に制限がある情報処理系は，処理を安定に行なうために，処理すべき外界の事物

の最大情報量を制限する必要がある。選択的注意は構造情報の最大情報量をしばらくの間だけ

固定する機能を果たす。構造情報が外界の事物から処理系内にとり入れられている間は，注意

はお該事物に向けられていて，苦手物の構造が複雑であるほどこの注意の維持時間は長くなる。

注意の維持時践を脳波のアルファ波消失時間で計測すると，プルファ波消失時間は説覚刺戟の

構造が按雑であるほど長いことが報告されている (Berlyneand McDonnell， 1965;狩野と北

島， 1971; Kanoh and Kitajima， 1972)。これとは逆に，外界の毒事物の構造が単純であれば，構

造情報のとり入れは比較的短時間で終了するはずである。実際にも， diffuse flashのように構

造に乏しい刺戟しか与えられていない場合には，パタン刺戟が与えられている場合に比して，

アルファ波、消失時間が鰹かくなる (Kanohand Kitajima， 1972)0 Diffuse flashのような単純な

刺戟に含まれている構造情報はごく僅かで、あると考えられるので，アルファ波の消失時聞は第

一回目の見事j戟提示のときに長く，第2回目の提示からあとはすべて同様に鐙かくなって然るべ

きであるが，実擦にはそうではない。 Kanohand Kitajima (1972)の結果に見られるように，

di妊useflash刺戟に対するアルファ波治失時間は，提示の閣を重ねるにつれて徐々に短かくな

るのであって，しかもこの短縮の推移を示す曲線はパタン刺戟に対して描かれたアルファ波消

失時間の推移曲線を平行移動したものとよく近似している。 このことは， diffuse flash刺戟の

処理とパタン刺戟の処理とに共通した操作で， しかも構造情報の処理とは別の操作が処理系内

で進行してし、ることを暗示している。この操作というのは，外部の事物あるいは料戟布置のな

かに残っている別穫の情報(構造情報以外の情報)を，外部から処理系内部にとり入れる操作で

ある，とここでは考えておく。構造情報がゼロになってもまだ事物の中に残っている情報は，

従来の用語では significanceとよばれていたもので，換言すれば情報処理系が外界事物に対し

てもっている関心の深さのことである。この情報をここではメトロン情報とよぶ。 Berlyne

(1963)は，事物のなかには構造に関連した情報のほかに，照査特性 (collativeproperties)とよば

れる特性が含まれていることを指摘している。この特性は，何か新奇なもの，見なれない変な

もの，を示す用語であって，この特性も情報処理系が処潔すべき重要な情報のひとつである。

しかし，この特性はこのz ッセイの当面の関心事ではない。

確信性 メト戸ン情報にはふたつの側面がある。第一は観測の精度によって生じる情報

で，これは構造情報とも関係する o 第二は観部手投の信頼性と観灘結果についての確信性 (con-

fidence)によって生じる情報で，これは構造情報とは一応独立して存在する。観測手段の信頼

性は情報処理系の物理的側面，すなわち感覚器官と外部補助装置の動作の安定性に依存する。
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この物理的側面が十分に保証されるならば，信頼性のメト P ン情報はゼロになる。このような

物理的保証が十分になされたあとになっても，部定者が測定の信頼性に充分な期待をもてない

場合もありうる。物理的改善がなされたあとになお残るメトロン情報を，ここでは確信性によ

って生じるメト P ン情報とよぶ。もっと正確に言えば，確信性が希薄なために確信性を増大さ

せる目的で外界からとり入れられる情報のことである。ここでは観測結果についての確信性

(のなさ)によって生じるメトロン情報だけをとりあげて分析し以下これを単にメトロン情報

とよぶ。 Significanceの高い事物は多量のメトロン情報をもっているので，情報処理系はこの

情報のとり入れを行なう。このとり入れは，処理系内のメトロン情報最が確信性の基準に達し

たときに中止される。その時点でこのような事物がもっていたメトロン情報はゼ口になり，こ

のあとに残っているかもしれない情報は， threshold of triviality (Walter， 1964)をこえないも

のとして棄却される。

確信性の基準備がきまればメトロン情報の最大値 H怖を制限することが可能となる。確信

性は情報処理系のどのような特性によって形成されるのであろうか。情報処理系は，処理系内

に何かある特殊な変化が生じたときに，外界事物の事後の情報は trivialである，という確信を

もっ。この何かとはどのようなものか。この問題を解くために神経由路網に生じる habituation

過程を分析しよう。

Habituationの行動上の側面および神経生理学上の側面の広範な展望を得たい場合には，

Thompson and Spencer (1966)， Horn and Hinde (1970)， Peeke and Herz (1973)を参照される

と有益である。このエヅセイでは背景脳波および誘発電位の記録にもとづく habituation研究

の若子を検討するにとどめる。

脳波の habituation 背景脳波上において観察される habituation(皮質もしくは頭皮上

脳波にあっては速波から徐波への変化)の古典的研究は，猫を用いた Sharplessand Jasper 

(1965)の研究である。この研究では35匹の猫の皮紫と皮質下に竜桜を挿入し，猫が眠っている

ときに500Hz音を3秒関与えて，脳波活性化(速波成分の増加)の持続時聞を測定した。活性

化時間は刺戟のくり返し回数が増大するにつれて短かくなり，約40回目(猫の個体義にもよる

が)の刺戟では脳波は活性化を示さなくなった。 ヒトを対象として脳波の habituationを研究

したものには， Sokolov (1960， 1963)， Morrell and Morrell (1962)， Morrell (1966)などがある。

北海道大学教育学部の特殊教育実験室で長年実施して来た脳波計測による habituation過程の

分析の一部は，狩野と北島 (1971)，Kanoh and Kitajima (1972)に報告されている。

誘発電伎の habituation 誘発電位の habituation研究は，背景脳波の habituation研究

ほどの一義的結果を得るに至っていない (Thompsonand Spencer， 1966)。たとえば，臨や専の

ような末梢入力装霊(たとえば瞳孔径やヰと音源との位置関係)に変動がないように工夫をする

と，誘発電位の振掘には habituationが見られない (Horn，1965)，という知見が報告されてい

る。一方で，瞳孔径の変動は視覚誘発電位の habituation速度には関保ない (Perryand Chil-

ders， 1969)，という知見が報告されている。誘発電位の habituationは， slow (あるいは long-

term) habituationとfast(あるいは short-term)habituationに2分される (Callaway，1973)。

Slow habituation研究の例は Haideret al. (1964)に見られる。この実験では，ヒトの被験者に

背景刺戟として 5分間に100個のフラッシュな与え，この中に 10個のよわいフラッシュを混在

させて，このよわいフラッシュに対して電鍵押しを要求して，後頭一頭演双極誘導による誘発

電位をこの背景刺戟に対して記録した。この結果，実験の進行につれて潜時 160-200m secの陰
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性一陽性のピーク鑑が低下し，またよわいフラッシュの検出率も 100-90%から 50-40%に低下

してゆくことが判明した。 このような弼戟のくり返しに伴うヒトの誘発電位の slowhabitu欄

ationはWalter(1964)の報告にみられるしまた当教育学部の特殊教育実験室で、多くの実験者

によって(たいていの場合には有難くない現象として)確認されている。 Slowhabituationは

動物の誘発電位についても観察されていて， Hall (1968)はネズミについて， Westenberger and 

Weinberger (1976)， Westenberger et al. (1976)は猫について，反復刺戟に伴なう誘発電{立の

振幅の減衰を報告している。

Fast habituationは第一と第ニ刺戟の時間間隔を2秒から 10秒程度あけて順次提示する

と，第二刺戟に対する誘発電位の按幅が第一刺戟に対する振幅よりも小さくなる，という現象で

ある。したがって， fast habituationはrecoveryfunctionと区別がつかない (Callaway，1973)0 

Ritter et al. (1968)の研究はその一例である。この笑験では，被験者に60dB， 300 m sec持続の

1，000 Hz音を2秒間簡で30関与えた。 この 30債の刺戟が 1runとなり， runとrunの開隅を

5分おいて合計24runsを与えた。各 runの第一期j戟によって生じた誘発電位を across-run

で加算した。各 runの第二，第三刺戟などについても何様な方法で加算して誘発電位を記録し

た。 このようにして計測してみると，潜時100-180m secの陰性一陽伎のピークの波高値は第

一誘発電位に対して最大で，第二以下の誘発電位に対する波高値には著しい減衰が認められた。

クリ y クを用いた fasthabituationの成立過程が Fruhstorferet al. (1970)， Fruhstorfer (1971) 

によって報告されている。

Habituationという用語は，これまで紹介してきたように，刺戟に対する反応水準の低下

を記述する場合に用いられて来た。背景脳波，誘発電位は， くり返し刺戟に対して活性水準と

渡高値が低下する。くり返し刺戟に伴なって生じる神経活動水準の低下は，感覚伝達の単一神

経細胞のスパイク放電にも観察されている (Hornand Hinde， 1970; Segundo and Bell， 1970; 

Hill， 1973)。

Habituationと条件反射 Habituationが生じたときには，このような反応の低下を条件

として，動物の学習にとって何か有利な過程が生じているのではないか，という問題を検討し

てみよう。周知のように，古典的条件づけ(条件刺戟 CSと無条件刺戟UCSとの結合)が成り

立つためには，動物が前もって CSに対して habituateずることが必要である。動物が CSに

対してつよい定位反射を示しているときには条件づけは成功しない。 CSがつよすぎたり奇妙

なものであれば，条件つけはほとんど不可能である。また， CS-UCS間に条件結合が生じたあ

とに， 73IJの新奇な刺戟が出現すると， CS-UCS開の条件結合は破壊もしくは抑制されてしまう o

Habituationは単なる反JZ減弱にすぎないものではなく，条件づけ学習の成立に有用な“{iiJか"

を動物の神経回路構内に生じさせる機能をもつものに相違ない。

Habituationの理論には， habituationを生物体全体の学留ないし適応、行動と見なすmolar

な理論と，脊髄反射のように隈局された境象を電気生理学的に分析しようとする molecularな

理論がある (Grovesand Thompson， 1970)0 Molecularな環論 (Grovesand Thompson， 1970; 

Groves and. Thompson， 1973; Thompson et al. 1973)は，神経系内に生じる興奮と抑制過程の

組合せを habituationの基礎とみなしている。説明に用いられる用語が実験事実ないし実験操

作と対応している点では molar理論よりもすぐれているが，反射機能に見出された原理によっ

て，たとえば反応水準が実験の日を重ねるにつれて次第に低下するような緩除な habituation

を説明することは困難なことである。 Molar理論 (Glanzer，1953; Sokolov， 1960， 1963 ; Stein， 
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1966)のなかで‘周知されているものに Sokolovのneuronalmodelがある。

Groves and Thomson (1970)は，刺戟がくり返されることによって S-R伝達径路内に活動

水準の低下が生じることを重視した。 このような活動水準の低下は， Segundo and Bell (1970) 

や Hi1l(1973)が提示している多くの事実によって証明されているところであって，この点の重

視は至極当然なことである。 このエッセイでは， neuronal modelは(もしそのようなものがあ

るとすれば)habituationの原閣ではなくて， S-R伝達寵路内の活動水準の低下の結果として生

じてくるものであると考えておく。中枢の神経由路網に到着する感覚入力の強度が低下する

と，外界事物の representationの維持は感覚入力性の促通よりもや粧性能通により多く依存す

るようになる。このような中枢化が進行すると，情報処理系にとっては，末梢からの感覚入力

は thresholdof triviality (Walter， 1964)以下のものとみなされるに至る。情報処理系が上記の

状態に達したことを，ここでは外部事物に関する確信 (confid巴nce)とよぶ。

緩徐なニ次性皮応 確信は，情報処理系の S-R伝達系が連続的もしくは継時的に多数の時

一感覚入力を法違して，その活動水準が低下したあと，処理系の中枢田路網内に，輿警水準は

低いけれども持続の長い反!itが安定して維持される状態である， とここでは仮定する。 Buser

and Rougeul (1957)， Buser and 1mbert (1961)， Fessard (1961)は，動物に感覚刺戟を加えると，

皮質の一次投射領以外の部位に潜時の長い多相性の反誌が生じることを観察しこれを二次性

皮忠 (secondaryresponse)とよんだ。このニ次性反応は，動物が強い刺戟に定位反射を示すと

きには消滅してしまう。また， Buser and Rougeul (1957)は，動物に CSとUCSの組合せを与

え続けると， やがて CS提示に際して UCSの一次投身す領にこの二次性反応が生じることを報

している。この二次性皮応と似た大脳皮質の動作特性が Burns(1968)によって紹介されてい

る。強い刺戟を神経網の一端に加えると，反応は急速に他端に達し，またこの反応は短時間で

終了する。刺戟が弱すぎると，神経網内の興奮は途中で消滅する。適度につよい刺戟を一端に

加えると，反応、は援徐に進行し，徐々に他端に到達して，神経絹内の興奮は比較的長時間(数秒、

にもおよぶ)維持される。

Morotomi and Kitajima (1975)は，円板状の条件刺戟光を先行させてこの条件刺戟の持続

時間をパラメーターにして，後続のテスト光によって生じる誘発電伎を記録した。この結果，

テスト刺戟の onに対する誘発電位と条件刺戟の o妊に対する誘発電位がともに条件刺戟の長

色つまり条件刺戟 onからの時間的sg離，に影響されることが判明した。条件耕戟の持続が
短かいときには，条件刺戟の on反応は，テスト刺戟の on反応のみならず，条件刺戟自身の

o妊反応、をも抑制してしまう。 Kitajimaet al. (1975)は，光刺戟に対する誘発電位を記録し条

件刺戟o妊のあとに抑制の解除と同時に一過性の反応ポテンシャルの上昇過程が進行しその

過程のピークが先行刺戟 offのあと 300m sec付近にあることを示した。 Kitajimoand Kanoh 

(1976)は，条件見事j戟に光刺戟，テスト刺戟にクリック音を用いて誘発電位を記録し条件刺戟

onのあとにも，。妊のあと問様に，抑制の解除と反応ポテンシャルの一過性の上昇が進行するこ

とを報告した。 Kitajima(1978)は，チェッカー模様のフラッシュ刺戟を条件刺戟およびテスト

刺戟として用いて誘発電位を記録した。条件刺戟は単一刺戟および3種類のくり返し刺戟(400

msecおきに6偲， 200 m secおきに11儒， 100 m secおきに21個，以下この間隔を ISIとよ

ぶ)であった。条件来日戟のあと 500m secおいてテスト刺戟合投射した。テスト刺戟にもっと

も近い条件刺戟，つまり単一条件刺戟およびくり返し刺戟の最後の刺戟，に対する誘発電位の

振幅は，単一束j戟の場合がもっとも大きく，以下 IS1400， 200， 100 m secの}I療に小さくなった。
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これらの条件刺戟に対する誘発電位がテスト刺戟の誘発電位に抑制をかけるものと仮定する

と，このテスト耕戟に対する誘発電位の握幅は上にのベた願に大きくなるはずである。しかる

にこの実験の結果では，テスト刺戟に対する誘発電位の振幅は，単一期j戟と ISI400 m secの場

合に最小で， ISI 200 m secの場合に急増し， ISI 100 m secの場合に少し低下することが判明し

た。 1SI400 m secの場合には， 61闘の条件刺戟の各々がある程度独立して抑制作用をもってい

て，それらの全部もしくは一部が加重されたので、あるが， 1S1 200 m secの場合には， 11偲の刺

戟の最初のものを除く残りの 10伺の刺戟はテスト刺戟に対して抑制加重をほとんどもたない

かあっても僅少で、あると考えざるをえない。 1S1200 m secの場合には，個々の刺戟は融合する

ことなく分離して知覚されているし誘発電位も，振幡こそ小さいけれども，それぞれの刺戟

に対応して生じていた。したがって，神経団路網内の知覚を分担する機能領域では，各刺戟は

それぞれ分離した反誌を生ぜしめていたことになる。けれども神経由銘縮内の“どこか"の“あ

る"機能領域では，これら 11個の刺戟は相互に連続した反応を生じさせて，そのために，最初

の刺戟を除く残り 10儲の刺戟はテスト刺戟に対する抑制作用を失なった，と考えることができ

る。以上紹介した諸実験は，先に述べた二次性反応の解明を誼援の目的としたものではない。

けれどもこれらの実験は，感覚刺戟の onもしくは o笠によって，神経団路網内のどこかの領域

に潜時と持続の長い反rc;;が誘起されること，および刺戟関縞が謡界億(以上の実験に用いた来IJ戟

条件の場合には約300m sec)より短かくなると，この反応が相互に隣接し統合される可能性を

示したものといえる。

海馬脳波 Sugawara et al. (1977)は，フラッシュによって提示される幾何図形を CS，気

の吹きつけを UCSとして，限験反射の条件づけ学習の実験合行なった。この結果， CSによっ

て生じる誘発電位の波高値が条件づけの完成時に{尽くなることが判明した。一般に，誘発電位

の波高値の減少は，他の刺戟による干渉もしくは問種京j戟に対する habituationによるもの，

と考えられている。上記のごとく，誘発電位振幅の減少が条件づけ学習時に観察されたことは，

habituationと条件づけ学習の関係を示唆するものとして，興味ある知見といえよう。

Habituationと条件づけ学習の滞過程時の類似性を示す知見が，動物を用いた条件づけの

電気生理学的研究，特に海鳥の脳波研究によって提供されている。海馬に損傷が生じると短期

記壊を必要とする学習能率が低下する。血管障害や腫療によってヒトの南側海鳥に障害が生じ

ると，短期記憶に重大な支障が生じるしまた動物の海馬に損傷を与えると，短期記憶を必要

とする学響，たとえば扉が白い場合には右に行き，黒い場合には左に行くと餌がもらえる，と

いうような連合学習が困難になる。このような実験結果は海馬が一時的な情報貯蔵康としての

機能を果たすものと解釈されてきた (Grossman，1967)。

海馬脳波には 3-6c/secの高振幅の同期波の出現が観察され，識馬の O波とよばれる。新

皮質に非開期波が出現しているときには，海鳥には常にこの θ設が出現していて，これは古皮

質賦活反応とよばれる (Greenand Arduini， 1954)0 CSを単独で動物にくり返し与え続けると，

海馬の O波の持続時間が綾かくなり非同期波が多くなる (Grastyanet al， 1959; 1rmis et al.， 

1970)0 CSにucsを付加すると，それまで habituateしていた CSに対して誘発電位が生じ
る(Galamboset al.， 1956)。特に CSに音， UCSにアリッカー光を用いたときには，条件づけ

の中期に海馬(だけではなく属桃核，中路網様体，視床中継核にも)に高振隠の同期波が出現す

る(Yoshii et al.， 1957; Y oshii and Hockaday， 1958)。晦j馬で観察されたこの同期波はUCSの

リズムに一見すると間期しているようであるが，実は海馬の賦i舌反誌である。
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海馬のθ波は，神経団路網内の情報処理過程において，ある特定の役割を果たしている，と

いう説が提出された (Adeyet al.， 1960; Adey， 1961; Elazar and Adey， 1967)0 Adeyの研究

室が報告した実験では， T型迷路の中の現時いずれかの扉に報酬を付与しておいて，猫を被験
者として弁別学留をやらせた。 猫が実験場面に入ると海馬に4-7c/sの周技数分布をもった徐

被が出現し，猫が学曹を開始して成功率が高くなってゆくにしたがって，徐波の周波数分布が

せまくなって 5-6c/s l'こ収欽した。 Adey違はこの徐波は記穣の闘定に関係があるものと解釈

した (Elazarand Adey， 1967)。けれども以下に紹介するいくつかの実験結果にもとづいて再検

討してみると， Adey遠の実験結果は動物の注意が弁別して接近すべき刺戟対象によって拘束

されていたことを示すもの，と解釈することができる。

Grastyanの実験 (Grastyan，1959; Grastyan et al.， 1959; Lissak and Grastyan， 1960; 

Grasty如， 1961)が示したところによると，条件づけ場面における猫の灘馬脳波はつぎのように

変化した。条件づけの初期段階では，ucs (たとえば食物)によって強化された第一回目のcs
(クリック音)あるいはこのあとの何倍かのcsに対して海馬に非同期波が生じ，この速波は，
cs-ucsのくり返しによってしだいにθ波にかわった。条件づけが進行し，動物が明確な条件
づけ行動(クリッグがきこえるとためらうことなく鰐箱に接近する)を示す時期になると， θ波

はふたたび非開期波にかわった。 Hearstet al. (1960)も関じような結果な報告した。 Bennett

の実験 (Bennett，1970; Bennett and Gottfried， 1970; Bennett et a1.， 1973; Bennett， 1977) 

は，上述の Grastyanの結果を確認したと開時に，猫が遅延反応を諜せられて“待った"をし

ているときに，準馬脳波にθ波が出る条件と速波が出る条件とを明らかにした。これらの実験

では，猫はベタ

このベダノルレ押しから何秒かたつたあとにベダ/ルしを押した場合にだけ，猫はふたたびミルクを貰

うことができた。このような実験条件のもとで，猫に時間の経過を知らせる外部手掛りが向も

ない場合には，海馬には速波が出現した (Bennettand Gottfried， 1970)。 これとは逆に，何秒、

か経過すると光がついて，猫に時の経過を知らせる外部手掛りがある場合には，海馬にはθ波

が出現した (Bennettet al.， 1973)。この実験結果は，動物が音や光が onのときにペダノしを押し

たときだけ報醗が貰えるように訓練すると，音や光が出ていない実験期間には海馬にθ波が出

現した (Bennett，1970)，という結果とも合致する。つまり，海馬のθ波は注意が衿経由路締の

外部にある刺戟に向けられている場合に生じ，識潟の非同期波は住意が神経団路網内に生じる

feed-backに向けられている場合に生じる (Bennett，1977)0 Olds (1970)は，動物が一定の時間

“待った"ができたときに音信号がでて餌が与えられるとし寸手続を用いて動物を訓練し，“待

った"をしているときの描潟の単一細胞の活動を測定した。その結果によれば，一部の細胞は

“待った"期間に活動性が上昇したけれど，別の細胞はこの期開に活動性が低下した。このよう

に海馬の単一細胞の行動は，全部が全部 Bennett(1977)の仮説にしたがうものとはいえない。

以上が条件づけ学習に際して観測された海馬脳波の行動の概要である。条件づけが進行し

た場合に観測されている非同期波と， habituationの場合に観測される開じく海馬の非同期

波とが，発生因を同じくするか苔かは確定されてはいない。しかしながら，ベダ、ル押し行動の

統制が外部刺戟の手掛かりによることなく，神経回路締内に生じる内部過程によってなされる

場合の動物の状態は，自分で釦を操作して感覚刺戟を出す場合の動物の状態ι少くとも外見
上はよく似ている。あとの場合に動物が別種の報酬iもなしに，ある適当なタイミングで刺戟提

示操作を続けている場合には，この感覚刺戟そのものが報酬となっていると考えてもよしそう
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考えれば，両方の場合の神経由路網の活動状態にも類似性がある，といえるのではあるまいか。

このように自分で提示操作をして提示した刺戟によって誘発電位を記録すると， habituation 

が著しく誘発電位の振幅が小さい，とし、う報告がサノレおよびヒトについてなされている (Fox，

1964; Schafer and Marcus， 1973)。

このような対応関係から推測すれば，海潟脳波の変化 (θ波から非同期波に推移する)を伴

なって進行する habituationは，反rr;規定問が内面化する条件づけの進行過程とよく類似した

過緩である，と考えることができる。 Habituationの場合の反応規定留とは，刺戟の representa“

tionを維持する神経活動のことであり，それが内面化するということは， representationの維

持が感覚入力性促通よりも中枢性促通に依存するようになる，ということである。情報処理系

がこの状態に達すれば，外部からの感覚情報は representationの維持にとって trivialなもの

となる。

III. 饗約と結諮

ヒトを含む動物の情報処理系が外界事物の情報をとり入れ始める場合にはその処理系はど

ういうことをするのか，とり入れが終る場合には処理系内にどういうことが生じているのか，

を考えてみた。自己組織系を情報処理系の理想型として設定しその動作特性を解析した。有

眼の処理能力しかもたない情報処理系が入力情報を煩次処理して，外界事物の側に含まれる情

報量を減らし，処現系内部の情報量を増加させるためには，まずとり入れるべき最大情報量を

制限しなければならない。この最大入力情報量の制限機構は，もし処理系が自己組織系である

とすれば，処理系内部に装備されているはずである。このエッセイでは外界事物がもっている

情報を構造情報と確信佳メトロン情報に二分し前者を制限する装備として選択的注意を，後

者を制限する装備として habituationをとりあげた。

選択的注意は感覚器官およびそれから中枢への倍達系に抑制をかけて，とり入れるべき情

報を制限するはたらきをもっとしづ理論は，実験データの支持を得ていない。聴覚を中心とし

た選択的注意の多くの実験が示していることは，選択的主主意、の機能は中枢性の弁別一向化機能

であるということである。末梢からの情報は中拡における処理系のいはばお白州まで呼び出さ

れていて，締奉行様の指閣安待っているわけで、ある。弁別一向化機能は文法的・文脈的原理に

もとづいて動作し，文法的に許容しうる限度内に属する入力を問じものと見なしてこれをとり

入れ，隈度をこえて相違するものを7JIJのものとみなしてこれを棄却する。外界の事物がもって

いる構造情報のある時点、での最大値は，このような選別棄却と同化によって制隈される。

最大舗を回定したあとで，情報処翠系はその情報を)1良次とり入れて，処理系内部に情報を

増加して，系内の秒序イヒを行なう。ある時点での構造情報の最大値が回定されているのである

から，情報のとり入れが進行すれば，とり入れるべき残余情報がいつかはゼロになる。外界事

物の構造が非常に単純であれば事物がもっている全ての構造情報が処理系内にとり入れられつ

くすのにはそれほど長い時間を要しないはずである。 しかるに，現実の(たとえば実験室内で

刺戟をうけとっている)ヒトの被験者の行動は，このように単純なものではない。東IJ戟の構造

が既知のものとなり，見出すべき新しい構造情報が皆無となったあとでも，被験者がなおこの

刺戟に“関心"をもち続ける場合がある。このエッセイでは，このような場合には外界の事物

の中にまだ別種の情報が残留しているため，情報処理系がこの情報をとり入れ続けているのだ，

と考えることにして，この情報を確信性メトロン情報とよぶことにした。確信性メトロン情報
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の最大館をきめる確信性の基準値は，どのような mechanismによって設定されるのか。 この

疑問を出発点にして habituation過程を検討した。学習が進行したときの海馬脳波の変化を手

掛かりにして， habituationが条件結合である可能性を検討した。 Habituationが進行すると個

々の刺戟が誘起する刺戟に間有の反応が，各府j戟に共通した二次性反応、によって結合されるに

至るものであるらしい。このような条件結合が成立した場合に，情報処理系は外界事物の特性

について確信性をもった状態になるであろう。求心神経系に内在する反応逓減 m巴chanism(11照

応)は条件結合の成立にとって重要な役割を果たしている。 もし求心神経系に11演誌が生じなけ

れば，中枢処理系には常に強力な感覚性促通が加えられて，偲々の感覚性 representationは鮮

明であっても，いくつかの representations相互間の条件結合に必要な，持続の長いニ次性中

枢反応は生じないことになるであろう。このように考えると， 11頂応は情報処理系が確信性をも

つに至るための震要な自働制御要因である。

このエッセイでは，確信性(外界の毒事物の情報がもはや顧慮に髄せぬという縫信)の成立過

程を情報処理系の内部機構のはたらきの結果として，ある程度解明した。けれども，縫信性の

基準値の設定そのもの合処理系内部の機構中に見出すには至らなかった。いまにして思えばこ

のことは，情報処理系を自己組織系として設定して，もっぱら外部環境からの情報受容機能を

重視して分析してきたことの当然の帰結であった。確信性の基準値は，情報処理系以外のたと

えば動機づけのシステムによって設定されるものであろう。この基準値はその高低に応じて上

行賦活系の興奮水準を設定して，二次性中板反応の形成と条件結合の成立に対して妨害的に作

用するものと思われる。
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